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日
本
書
紀
神
代
下
第
九
段
本
文
に
は
次
の
如
き
記
述
が
見
ら
れ
る
。

　
是
に
、
二
の
神
、
諸
の
従
は
ぬ
鬼
神
等
を
諌
ひ
て
、
一
に
云
は
く
、
二

の
神
託
に
邪
神
及
び
草
木
石
の
類
を
諌
ひ
て
、
皆
既
に
平
げ
ぬ
。
其
の
服
は
ぬ
者

は
、
唯
星
の
神
香
香
背
男
の
み
。
故
、
加
倭
文
神
建
葉
椎
命
を
遣
せ
ば
服
ひ
ぬ
。

…
果
に
復
命
す
。

　
こ
こ
に
は
、
武
甕
槌
神
と
経
津
主
神
の
二
神
が
、
あ
ら
ゆ
る
邪
神
や
草
木
石

の
類
を
平
定
し
た
中
で
、
最
後
ま
で
服
従
し
な
い
神
と
し
て
星
の
神
天
香
香
背

男
が
登
場
す
る
。

　
一
方
、
日
本
書
紀
神
代
下
第
九
段
一
書
第
二
に
も
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

謙
ひ
て
、
然
し
て
後
に
下
り
て
葦
原
中
国
を
揆
は
む
」
と
ま
う
す
。

　
こ
の
第
九
段
一
書
第
二
の
記
事
と
比
べ
る
と
、
第
九
段
本
文
の
記
述
に
出
て

く
る
香
香
背
男
は
、
天
香
香
背
屈
の
省
略
形
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ

故
、
香
香
背
男
と
天
香
香
背
男
を
同
一
神
と
考
え
て
、
上
記
二
つ
の
記
事
に
登

場
す
る
天
津
甕
星
、
別
名
天
香
香
背
男
と
は
如
何
な
る
神
か
、
種
々
の
観
点
か

ら
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。
な
お
、
本
稿
で
は
、
天
津
甕
星
と
天
香
香
背
男

を
特
に
区
別
す
る
必
要
の
な
い
時
は
、
天
津
甕
星
の
表
記
で
代
表
す
る
。

、

天
津
甕
星
に
つ
い
て
の
諸
説

天
津
甕
星
に
つ
い
て
の
現
在
ま
で
の
主
な
説
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
一
書
に
曰
は
く
、
天
神
、
経
津
主
神
・
武
甕
槌
神
を
遣
し
て
、
葦
原
中

国
を
平
定
め
し
む
。
時
に
二
の
尽
日
さ
く
、
「
天
に
悪
し
き
神
有
り
。
名

を
天
津
甕
星
と
日
ふ
。
亦
の
名
は
天
香
香
寺
男
。
請
ふ
、
先
づ
此
の
神
を

（
1
）
神
威
の
大
き
な
星
、
あ
る
い
は
、
単
に
、
星
の
神
と
し
て
、
星
を
特
定

　
せ
ず
。
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
」
、
上
田
正
昭
『
日
本
神
話
」

長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
四
四
号
　
　
～
一
　
（
一
九
九
二
）
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時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
等

（
2
）
天
に
あ
っ
て
（
身
が
）
輝
く
星
の
義
　
　
飯
田
季
治
『
日
本
書
紀
新
講
』
、

　
松
岡
静
雄
『
日
本
古
語
大
辞
典
』

（
3
）
金
星
（
明
け
の
明
星
）
の
呼
称
　
　
平
田
篤
胤
『
古
史
伝
』
、
野
尻
抱

　
影
『
星
の
神
話
伝
説
集
成
』
の
第
一
説
　
　
武
田
祐
吉
『
日
本
古
典
全
書

　
日
本
書
紀
」

（
4
）
シ
リ
ウ
ス
（
天
狼
星
）
の
呼
称
　
　
野
尻
抱
影
『
星
の
神
話
伝
説
集
成
』

　
の
第
二
説

（
5
）
妖
星
（
彗
星
、
流
星
）
・
天
狗
星
（
巨
大
流
星
）
と
な
っ
て
天
下
に
禍

　
害
を
為
す
も
の
の
呼
称
　
　
谷
川
士
清
『
日
本
書
紀
通
証
」
、
飯
田
武
郷

　
　
『
日
本
書
紀
通
釈
』

（
6
）
妖
星
に
喩
え
ら
れ
た
賊
の
呼
称
　
　
河
村
秀
根
・
益
根
『
書
紀
集
解
』

（
7
）
火
星
の
呼
称
　
　
柴
山
久
美
子
「
記
紀
に
表
わ
れ
る
星
一
美
須
麻
田

　
の
珠
と
天
津
甕
星
　
　
」
『
国
文
鶴
見
』
十
一
号
（
昭
和
五
一
年
五
月
）

（
8
）
見
え
隠
る
る
星
の
義
　
　
桑
家
漢
語
抄

　
以
上
の
よ
う
な
種
々
の
説
が
あ
る
が
、
未
だ
定
説
と
し
て
確
定
し
た
も
の
は

な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
私
説
を
述
べ
て
み
た
い
。

二
、
天
津
樹
立
と
天
香
香
髭
男
の
名
義
に
つ
い
て

　
こ
こ
で
は
、
天
津
甕
星
、
別
名
天
香
香
背
男
の
名
義
に
つ
い
て
検
討
し
て
み

る
こ
と
に
す
る
。
天
津
甕
星
と
天
香
香
背
男
は
同
一
の
も
の
を
指
し
て
い
る
わ

け
で
あ
る
が
、
便
宜
上
、
別
々
に
考
察
す
る
。

①
天
津
甕
星
に
つ
い
て

　
天
津
甕
星
を
語
構
成
か
ら
分
け
る
と
、
「
天
」
「
津
」
「
甕
星
」
の
三
語
に
区

切
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
「
天
」
に
は
、
天
空
を
表
わ
す
実
質
的
な
意
味
と
、
美
称
的
な
意
味
の
二
つ

が
考
え
ら
れ
る
が
、
日
本
書
紀
の
上
記
引
用
文
に
、
「
天
に
悪
し
き
神
有
り
。

名
を
天
津
甕
星
と
日
ふ
。
」
と
あ
っ
て
、
天
津
甕
星
を
「
天
に
」
存
在
す
る
も

の
と
し
て
、
明
記
し
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
天
津
甕
星
の
「
天
」
が
、

実
質
的
な
天
空
を
意
味
す
る
こ
と
は
明
白
だ
ろ
う
。

　
次
に
、
「
津
」
は
、
「
天
」
と
「
甕
星
」
を
繋
ぐ
連
体
格
の
助
詞
「
つ
」
で
あ

る
こ
と
に
特
に
異
論
は
無
か
ろ
う
。

「
甕
星
」
の

ω図㈹ω㈲㈲

大
甕
鼻
差
甕甕甕

子
大
甕

　
こ
れ
ら
の
用
例
か
ら
判
断
し
て
、

こ
と
が
多
く
、
用
字
か
ら
考
え
て
、

そ
れ
故
、
「
甕
」
は
、
正
訓
字
と
し
て
は
、

な
容
器
、
そ
れ
も
多
く
の
場
合
、

『
古
史
伝
』
の
如
く
、
「
甕

お
な
じ
く
、
伊
迦
（
い
か
）

と
か
、
日
本
古
典
文
学
大
系

「
甕
」
は
、
古
辞
書
に
は
、
次
の
通
り
に
あ
る
。

美
賀
　
　
　
倭
名
類
聚
抄

佐
良
介
　
　
倭
名
類
聚
抄

毛
太
比
　
　
倭
名
類
聚
抄

美
加
　
　
　
新
撰
字
鏡

モ
タ
ヒ
　
　
類
聚
名
義
抄
（
観
智
院
本
）

ミ
ヵ
　
　
　
類
聚
名
義
抄
（
古
塔
院
本
）

　
　
　
　
　
　
　
「
甕
」
は
、
基
本
的
に
「
み
か
」
と
訓
む

　
　
　
　
　
　
　
特
に
大
き
な
容
器
を
指
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
、
酒
、
穀
物
等
を
入
れ
る
大
き

　
　
　
　
　
　
儀
式
等
で
使
う
神
聖
な
容
器
を
指
す
場
合
と
、

　
　
　
　
（
み
か
）
は
、
甕
速
日
（
み
か
は
や
び
）
神
の
甕
と

　
　
　
　
と
通
ひ
て
厳
（
い
か
）
く
大
な
る
を
云
ふ
言
な
り
。
」

　
　
　
　
　
『
日
本
書
紀
』
の
よ
う
に
、
「
ミ
カ
は
ミ
イ
カ
の
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約
。
ミ
は
、
祇
の
意
。
イ
カ
は
、
厳
。
」
と
す
る
説
の
よ
う
に
借
訓
と
す
る
説

と
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　
そ
こ
で
、
「
甕
」
の
上
代
文
献
に
お
け
る
用
例
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。

「
甕
」
の
用
例
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

（一

j
甕
速
日
神
（
み
か
は
や
ひ
の
か
み
）
　
　
古
事
記
上
巻
　
　
－
例

（
二
）
速
甕
之
多
気
佐
波
夜
遅
奴
美
神
（
は
や
み
か
の
た
け
さ
は
や
ぢ
ぬ
み
の

　
　
か
み
）
　
　
古
事
記
上
巻
　
　
ユ
例

（
三
）
天
之
甕
主
神
（
あ
め
の
み
か
ぬ
し
の
か
み
）
　
古
事
記
上
巻
　
　
－
例

（
四
）
甕
主
日
子
神
（
み
か
ぬ
し
ひ
ご
の
か
み
）
　
　
古
事
記
上
巻
　
　
－
例

（
五
）
甕
布
都
神
（
み
か
ふ
つ
の
か
み
）
　
　
古
事
記
中
巻
　
　
－
例

（
六
）
淫
酒
（
み
か
の
さ
け
）
　
　
古
事
記
中
巻
　
　
－
例

（
七
）
伊
波
礼
之
甕
倒
置
（
い
は
れ
の
み
か
く
り
の
み
や
）
　
　
古
事
記
下
巻

　
　
－
例

（
八
）
甕
の
上
高
知
り
（
み
か
の
へ
た
か
し
り
）
　
　
祝
詞
祈
年
祭
　
　
2
例

　
　
（
初
穂
）
、
祝
詞
春
日
祭
　
　
1
例
（
御
酒
）
、
祝
詞
広
瀬
大
忌
祭
　
　
2

　
　
例
（
御
酒
・
初
穂
）
、
祝
詞
龍
田
風
神
　
　
2
例
（
御
酒
・
初
穂
）
、
祝
詞

　
　
平
野
祭
　
　
－
例
（
御
酒
）
、
祝
詞
久
度
・
古
関
　
　
－
例
（
御
酒
）
、
祝

　
　
詞
六
月
月
次
　
　
－
例
（
初
穂
）
、
祝
詞
鎮
火
祭
　
　
－
例
（
御
酒
）
、
祝

　
　
詞
鎮
御
魂
斎
戸
祭
　
　
－
例
（
御
酒
）
、
祝
詞
還
却
崇
神
　
　
1
例
（
御

　
　
酒
）
（
九
）
甕
の
腹
満
て
讐
べ
て
（
み
か
の
は
ら
み
て
な
ら
べ
て
）
祝
詞
祈
年
祭

　
　
　
2
例
（
初
穂
）
、
祝
詞
春
日
祭
　
　
－
例
（
御
酒
）
、
祝
詞
広
瀬
大
忌
祭

　
　
　
2
例
（
初
穂
）
、
祝
詞
龍
田
風
神
　
　
－
例
（
御
酒
）
、
祝
詞
平
野
祭

　
　
　
1
例
（
御
酒
）
、
祝
詞
久
度
・
古
関
　
　
－
例
（
御
酒
）
、
祝
詞
六
月
月

　
　
　
　
　
天
津
甕
星
の
解
釈
に
つ
い
て

　
次
　
　
－
例
（
初
穂
）
、
祝
詞
鎮
火
祭
　
　
1
例
（
御
酒
）
、
祝
詞
鎮
御
魂

　
斎
戸
祭
　
　
－
例
（
御
酒
）
、
祝
詞
遷
却
崇
神
　
　
－
例
（
御
酒
）

（一

Z
）
天
の
甕
わ
に
斎
み
宿
り
て
（
あ
め
の
み
か
わ
に
い
み
こ
も
り
て
）

　
祝
詞
出
雲
国
造
神
賀
詞
　
　
－
例

（一

黶j

ｷ
り
し
分
瓦
と
甕
（
み
か
）
と
は
、
今
も
片
岡
の
村
に
あ
り
。
　
　
常

　
陸
国
風
土
記
那
賀
郡
　
　
－
例

（一

�
j
予
冷
津
日
女
命
（
あ
め
の
み
か
つ
ひ
め
の
み
こ
と
）
　
　
出
雲
国
風

　
土
記
秋
鹿
郡
　
　
ユ
例

（
＝
二
）
恵
曇
（
え
と
も
）
の
池
　
　
陵
を
築
く
。
…
俗
人
い
へ
ら
く
、

　
其
の
底
に
陶
器
・
甕
（
み
か
）
・
甑
（
し
き
か
は
ら
）
等
多
か
り
。

　
出
雲
国
風
土
記
秋
虫
郡
　
　
－
例

（一

l
）
伊
和
の
里
…
二
業
（
み
か
お
か
）
…
甕
落
ち
し
処
は
、
・
・

　
当
季
と
い
ひ
、
　
　
播
磨
国
風
土
記
錺
磨
郡
　
　
2
例

（一

ﾜ
）
甕
坂
（
み
か
さ
か
）
…
昔
、
丹
波
と
播
磨
と
、
国
を
堺
ひ
し
時
、

　
大
甕
を
此
の
上
に
掘
り
埋
め
て
、
国
の
堺
と
為
し
き
。
故
、
下
坂
と
い
ふ
。

　
播
磨
国
風
土
記
託
賀
郡
　
　
2
例

（一

Z
）
粛
粛
姫
（
み
か
よ
り
ひ
め
）
　
　
風
土
記
逸
文
筑
後
国
　
　
－
例

（一

ｵ
）
飾
罫
浦
神
（
み
か
の
は
や
ひ
の
か
み
）
　
　
日
本
書
紀
神
代
上

　
4
例

（一

ｪ
）
手
速
日
輪
（
み
か
の
は
や
ひ
の
み
こ
と
）
　
　
日
本
書
紀
神
代
上

　
－
例

（一

縺
j
武
甕
結
界
（
た
け
み
か
つ
ち
の
か
み
）
　
　
日
本
書
紀
神
代
上

　
5
例

（
二
〇
）
本
割
雷
神
（
た
け
み
か
つ
ち
の
か
み
）
　
　
日
本
書
紀
神
武
天
皇

　
3
例
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（
二
一
）
甕
襲
（
み
か
そ
）
　
　
日
本
書
紀
垂
仁
天
皇
　
　
2
例

（
二
二
）
甕
栗
（
み
か
く
り
）
　
　
日
本
書
紀
清
寧
天
皇
・
顕
宗
天
皇
　
　
2

　
　
例
（
二
三
）
三
輪
盗
心
穂
（
み
わ
の
き
み
み
か
ほ
）
　
　
1
例

　
以
上
が
、
記
紀
・
万
葉
・
風
土
記
・
祝
詞
に
於
け
る
「
甕
（
み
か
）
」
の
全

用
例
（
但
し
、
天
津
甕
星
の
例
を
除
く
）
で
あ
る
。
こ
れ
を
整
理
す
る
と
次
の

よ
う
に
な
る
。

　
神
名
　
　
　
　
　
　
1
0
種
類
1
9
例
　
　
　
借
訓
と
正
訓
字

　
人
名
　
　
　
　
　
　
3
種
類
　
4
例
　
　
　
　
借
訓
と
正
訓
字

　
地
名
・
宮
殿
名
　
　
4
種
類
　
6
例
　
　
　
　
借
訓
と
正
訓
字

　
容
器
の
甕
　
　
　
　
8
種
類
2
9
例
　
　
　
　
正
訓
字

　
　
（
容
器
の
甕
に
は
、
他
と
重
複
し
た
も
の
が
あ
る
）

　
こ
れ
ら
の
用
例
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
神
名
・
人
名
・
地
名
・
宮
殿
名
に

お
い
て
、
「
甕
（
み
か
）
」
は
、
借
訓
と
正
訓
字
と
両
様
の
使
わ
れ
方
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
西
宮
一
民
氏
の
『
神
名
の
釈
義
』
（
日
本
古
典
集
成
『
古
事
記
』

所
収
）
に
拠
れ
ば
、
（
一
）
の
「
甕
速
日
神
（
み
か
は
や
ひ
の
か
み
）
」
の
名
義

は
、
「
神
秘
的
で
い
か
め
し
い
こ
と
が
猛
烈
で
あ
る
霊
力
」
で
、
「
甕
（
み
か
）
」

は
「
御
厳
（
み
い
か
）
」
の
約
、
「
み
か
」
の
借
訓
と
す
る
。
一
方
、
（
二
）
の

「
速
甕
之
多
気
佐
波
夜
遅
奴
美
神
」
の
名
義
は
「
勢
い
の
速
い
甕
（
み
か
）
で
、

竹
が
爽
や
か
な
男
性
の
主
人
た
る
神
霊
」
と
し
、
（
三
）
の
「
天
之
甕
主
神
」

の
名
義
は
、
「
天
上
界
の
、
甕
を
掌
る
主
役
」
、
（
四
）
の
「
甕
主
日
子
神
」
の

名
義
は
、
「
甕
を
掌
る
主
役
の
男
子
」
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
神
名
中
の
「
甕
（
み

か
）
」
を
正
訓
字
と
し
て
い
る
。

　
西
宮
一
民
氏
が
、
指
摘
さ
れ
た
以
外
の
も
の
で
は
、
例
え
ば
、
（
二
二
）
の

「
三
輪
君
甕
穂
」
は
、
（
七
）
へ
八
）
の
祝
詞
の
用
例
で
、
「
甕
の
上
高
知
り
」

「
甕
の
腹
満
て
讐
べ
て
」
と
あ
る
甕
の
中
身
に
「
初
穂
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
判

断
し
て
、
正
訓
字
の
「
甕
（
み
か
）
」
で
使
用
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
の
上
代
文
献
の
用
例
か
ら
判
断
し
て
、
当
該
の
「
天
津
甕
星
」
の
場
合

も
、
「
甕
（
み
か
）
」
は
、
借
訓
と
正
訓
字
の
両
方
の
名
義
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

即
ち
、
借
訓
の
場
合
は
、
「
甕
（
み
か
）
」
の
「
み
」
を
、
『
古
史
伝
』
の
如
く

接
頭
語
「
み
」
と
見
為
す
に
せ
よ
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
』
の
よ

う
に
、
「
祇
（
み
）
」
の
義
と
す
る
に
せ
よ
、
は
売
ま
た
、
日
本
古
典
集
成
『
古

事
記
』
の
よ
う
に
、
「
御
（
み
）
」
と
解
釈
す
る
に
せ
よ
、
い
ず
れ
も
、
　
「
甕

（
み
か
）
」
が
、
「
厳
（
い
か
）
」
に
由
来
す
る
と
考
え
る
点
は
、
共
通
し
て
い
る
。

　
そ
れ
故
、
「
甕
（
み
か
）
」
が
借
訓
の
場
合
の
「
天
津
甕
星
」
の
名
義
は
、

「
天
上
界
に
あ
る
神
威
大
な
る
星
（
の
神
）
」
「
天
上
界
に
あ
っ
て
勢
い
盛
ん
な

星
（
の
神
）
」
と
言
っ
た
意
味
に
な
ろ
う
。

　
一
方
、
「
甕
（
み
か
）
」
が
正
訓
字
の
場
合
は
、
「
天
上
界
に
あ
る
甕
の
如
き

形
を
し
た
星
（
の
神
）
」
「
天
上
界
に
あ
っ
て
甕
の
よ
う
に
大
き
な
星
（
の
神
）
」

の
謂
と
な
ろ
う
。

　
次
に
、
「
天
香
香
背
男
（
あ
ま
の
か
か
せ
を
）
」
の
名
義
に
つ
い
て
考
察
し
て

み
た
い
。

　
②
天
香
耳
当
男
に
つ
い
て

　
先
ず
、
従
来
の
説
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
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（
1
）
香
香
は
カ
カ
。
輝
く
と
い
う
語
、
室
町
時
代
ま
で
カ
カ
ヤ
ク
と
清
音
。

　
セ
ヲ
は
、
兄
男
の
意
で
あ
ろ
う
。
（
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
』
）

（
2
）
香
香
は
灼
（
か
・
）
、
背
は
佐
衣
（
さ
え
）
の
約
に
て
清
明
（
さ
え
あ

　
か
）
き
意
　
　
平
田
篤
学
『
古
史
伝
』

（
3
）
小
威
を
耀
（
か
・
や
）
か
す
邪
神
　
　
谷
川
士
清
『
日
本
書
紀
通
証
』

（
4
）
カ
ガ
は
赫
の
意
、
セ
は
ホ
シ
（
星
）
の
シ
の
音
便
で
あ
ら
う
　
　
松
岡

　
静
雄
『
日
本
古
語
大
辞
典
』

（
5
）
耀
小
男
（
か
“
せ
を
）
の
意
で
あ
ら
う
。
　
　
飯
田
季
治
「
日
本
書
紀

　
新
講
』

（
6
）
輝
く
男
の
義
　
　
武
田
祐
吉
『
日
本
古
典
全
書
日
本
書
紀
』

　
以
上
、
細
か
い
相
違
点
は
あ
る
が
、
「
香
香
」
を
「
輝
く
」
の
意
と
す
る
点

は
、
諸
説
と
も
共
通
し
て
い
る
。
「
輝
く
」
は
、
上
代
で
は
、
「
か
か
や
く
」
と

清
音
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
か
ら
、
「
香
香
」
と
い
う
表
記
は
、
そ
の
点
で
も
問

　
　
　
　
　
　
ユ
　

題
が
な
か
ろ
う
。

　
古
辞
書
に
お
い
て
も
次
の
よ
う
な
用
例
が
あ
る
。

　
曜
　
力
・
ヤ
ク
　
類
聚
名
義
抄
（
観
智
院
本
）
（
用
字
は
他
に
も
多
数
見
ら

れ
る
。
）

　
ま
た
、
「
男
（
を
）
」
も
、
諸
説
の
通
り
に
、
文
字
通
り
、
「
男
」
の
意
に
解

し
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。

　
問
題
は
、
諸
説
が
分
か
れ
て
い
る
「
背
（
せ
）
」
で
あ
る
。
約
言
説
は
従
い

難
い
が
、
セ
を
ホ
シ
（
星
）
の
シ
の
音
便
と
す
る
松
岡
静
雄
『
日
本
古
語
大
辞

典
」
の
説
も
魅
力
的
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
問
題
と
し
て
、
「
背
（
せ
）
」

の
意
味
は
極
め
て
難
解
で
あ
る
。
一
般
的
に
男
性
を
指
す
言
い
方
と
考
え
て
良

い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
場
合
も
、
な
ぜ
同
じ
く
男
性
を
表
わ
す
「
男
（
を
）
」

と
一
緒
に
重
複
し
て
使
わ
れ
て
い
る
の
か
が
良
く
わ
か
ら
な
い
。
「
背
（
せ
）
」

と
「
男
（
を
）
」
を
組
み
合
わ
せ
る
と
、
「
年
長
の
男
性
」
を
表
わ
す
と
い
っ
た

こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
仮
に
、
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
甘
々
の
中
の

指
導
的
な
役
割
を
果
た
す
年
長
の
男
性
の
星
と
い
う
こ
と
で
、
意
味
は
よ
く
通

じ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
た
だ
、
上
代
文
献
か
ら
、
「
背
革
（
せ
を
）
」

と
い
う
用
例
を
他
に
見
い
だ
す
の
は
、
困
難
の
よ
う
で
あ
る
。

　
ま
た
、
「
香
香
背
（
か
か
せ
）
」
を
理
解
す
る
た
め
の
別
の
考
え
と
し
て
、

「
背
（
せ
）
」
を
借
訓
と
考
え
て
、
「
か
か
す
」
ま
た
は
「
か
く
」
と
い
う
動
詞

の
存
在
を
想
定
す
る
こ
と
も
必
要
か
も
し
れ
な
い
。
後
者
の
場
合
は
、
「
か
く
」

に
尊
敬
の
助
動
詞
「
す
」
の
未
然
形
「
せ
」
が
接
続
し
た
形
に
な
ろ
う
。
「
か

く
」
と
い
う
動
詞
は
、
記
紀
の
垂
仁
天
皇
の
条
や
、
万
葉
集
巻
一
八
、
四
＝

一
の
歌
に
見
ら
れ
る
ト
キ
ジ
ク
ノ
カ
ク
ノ
コ
ノ
ミ
と
い
う
不
老
長
寿
の
植
物
名

の
中
に
見
出
さ
れ
る
。
タ
ヂ
マ
モ
リ
が
将
来
し
た
、
こ
の
ト
キ
ジ
ク
ノ
カ
ク
ノ

コ
ノ
ミ
の
カ
ク
に
「
光
り
輝
く
」
と
い
う
意
味
が
あ
ろ
う
こ
と
を
先
に
論
述
し

　
　
　
　
　
　
　
　

た
こ
と
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
「
背
（
せ
）
」
を
動
詞
の
活
用
語
尾
、
ま
た
は
、
尊
敬
の
助
動

詞
と
考
え
た
場
合
は
、
「
天
香
山
背
男
」
の
名
義
は
、
「
天
上
で
光
り
輝
く
男
性
」
、

あ
る
い
は
、
「
天
上
で
光
り
輝
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
男
性
」
の
意
味
と
な
ろ
う
。

後
者
の
場
合
、
神
名
に
神
や
命
が
付
い
て
い
な
い
点
が
若
干
気
に
な
る
が
、
も

し
尊
敬
の
意
味
を
認
め
る
な
ら
ば
、
星
の
中
で
も
あ
る
特
定
の
星
を
指
し
て
い

る
可
能
性
が
出
て
こ
よ
う
。

　
以
上
、
天
津
甕
星
と
天
香
香
背
男
の
名
義
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
そ
の

結
果
、
「
天
上
界
に
あ
る
神
威
大
な
る
星
（
の
神
）
」
「
天
上
界
に
あ
っ
て
勢
い

盛
ん
な
星
（
の
神
）
」
「
天
上
界
に
あ
る
甕
の
如
き
形
を
し
た
星
（
の
神
）
」
「
天

上
界
に
あ
っ
て
甕
の
よ
う
に
大
き
な
星
（
の
神
）
」
「
天
上
で
光
り
輝
く
男
性
」

天
津
甕
星
の
解
釈
に
つ
い
て
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「
天
下
で
光
り
輝
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
男
性
」
と
い
う
種
々
の
名
義
が
導
か
れ

た
が
、
こ
れ
ら
の
名
義
に
ほ
ぼ
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
こ
れ
が
星
一
般
の

名
称
で
は
な
く
、
あ
る
特
定
の
星
を
指
し
た
名
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
次
節
に
お
い
て
、
こ
の
天
津
甕
星
即
ち
天
香
香
背
男
が
、
具
体

的
に
は
何
の
星
に
当
る
の
か
を
検
討
し
た
い
と
思
う
。

三
、
天
津
甕
星
（
天
香
香
背
男
）
の
実
態

　
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
天
津
甕
星
、
別
名
、
天
香
香
背
臨
は
、
異
々
の
中
で

も
、
「
神
威
大
な
る
」
「
勢
い
盛
ん
な
」
星
、
あ
る
い
は
、
「
甕
の
如
き
形
を
し

た
」
「
甕
の
よ
う
に
大
き
な
」
星
、
さ
ら
に
は
、
「
光
り
輝
く
」
「
光
り
輝
い
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
」
星
と
推
測
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
こ
の
星
が
、
云
々

の
中
で
も
、
と
り
わ
け
大
き
く
て
、
光
が
強
い
星
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ

う
。
つ
ま
り
、
見
た
目
も
大
き
く
、
実
際
に
光
度
が
極
め
て
強
い
星
で
あ
る
こ

と
に
な
ろ
う
。
そ
こ
で
、
天
球
上
の
星
で
、
光
度
が
強
い
星
を
順
に
挙
げ
る
と

次
の
よ
う
に
な
る
。
（
理
科
年
表
第
四
二
冊
に
拠
る
）

1
、
金
星

2
、
木
星

3
、
水
星

4
、
火
星

5
、
シ
リ
ウ
ス

6
、
カ
ノ
ー
プ
ス

実
視
等
級

実
視
等
級

実
視
等
級

実
視
等
級

実
視
等
級

実
視
等
級

マ
イ
ナ
ス
4
・
4
等

マ
イ
ナ
ス
2
・
5
等

マ
イ
ナ
ス
ー
・
9
等

マ
イ
ナ
ス
ー
・
8
等

マ
イ
ナ
ス
ー
・
5
等

マ
イ
ナ
ス
0
・
7
等

こ
の
う
ち
、
1
～
4
は
、
惑
星
で
あ
り
、
5
～
6
は
、
恒
星
で
あ
る
。
こ
の

中
で
、
何
と
言
っ
て
も
光
が
強
い
星
は
、
1
の
金
星
で
あ
る
。
全
天
で
、
太
陽
、

月
に
次
ぐ
明
る
さ
を
持
つ
こ
の
星
は
、
一
番
星
と
し
て
、
ま
た
、
昼
間
で
さ
え

見
え
る
こ
と
が
あ
る
星
と
し
て
、
古
く
か
ら
日
本
人
の
注
目
を
集
め
て
き
た
。

先
ず
光
度
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
金
星
が
、
天
津
甕
星
（
天
香
香
餌
男
）
と
し
て

一
番
相
応
し
い
だ
ろ
う
。

　
次
に
、
日
本
人
が
、
上
記
1
～
6
の
星
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
た
か
と

い
う
観
点
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。

　
1
～
6
の
星
の
中
で
、
日
本
人
に
最
も
親
し
か
っ
た
存
在
は
、
や
は
り
、
1

の
金
星
で
あ
る
。
古
く
万
葉
集
の
中
に
、
既
に
そ
の
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
。

①
：
・
明
星
の
（
明
星
之
）
　
明
く
る
朝
は
敷
拷
の
床

　
の
辺
去
ら
ず
　
　
立
て
れ
ど
も
　
　
居
れ
ど
も
　
　
共
に
戯
れ
　
　
夕
星

　
の
（
夕
星
乃
）
　
　
夕
に
な
れ
ば
…
　
（
巻
五
、
九
〇
四
）

②
：
・
夕
星
の
か
行
き
か
く
行
き
（
夕
星
乃
彼
往
言
誤
）

　
…
　
　
（
巻
二
、
一
九
六
）

③
夕
星
も
（
夕
星
毛
）
通
ふ
天
道
を
何
時
ま
で
か
仰
ぎ
て
待
た
む
月
人

　
壮
子
　
　
　
（
巻
十
、
二
〇
一
〇
）

　
①
～
③
に
出
て
来
る
「
夕
星
」
「
明
星
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
宵
の
明
星
、
明

け
の
明
星
の
こ
と
で
あ
り
、
①
で
は
、
夕
べ
と
夜
明
け
の
指
標
と
な
っ
て
い
る
。

時
計
が
一
般
人
と
は
無
縁
の
時
代
に
、
夕
べ
と
夜
明
け
が
き
た
こ
と
を
、
宵
の

明
星
、
明
け
の
明
星
に
よ
っ
て
知
っ
た
の
で
あ
り
、
万
葉
時
代
に
お
い
て
既
に
、

金
星
と
日
本
人
が
、
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
一

方
、
②
～
③
で
は
、
金
星
が
、
宵
の
明
星
、
明
け
の
明
星
と
し
て
、
西
に
行
っ



た
り
東
に
来
た
り
す
る
こ
と
が
描
か
れ
て
お
り
、
惑
星
と
し
て
の
金
星
の
動
き

に
対
し
て
、
古
代
日
本
人
が
、
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る

の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
続
日
本
紀
に
は
、
天
文
の
記
事
が
少
な
か
ら
ず
見
出
さ
れ
る
が
、
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

月
を
除
け
ば
、
金
星
の
記
事
が
一
番
多
い
。

②
是
の
夜
、
焚
惑
と
歳
星
と
、
一
歩
の
内
に
し
て
、
乍
は
光
り
乍
は
吊
れ

　
つ
つ
、
相
近
づ
き
相
避
る
こ
と
四
遍
。
（
持
統
天
皇
六
年
（
六
九
二
）
七

　
月
二
八
日
）

ま
た
、
続
日
本
紀
に
は
、
次
の
記
事
が
見
ら
れ
る
。

④
大
宝
二
年

⑤
養
老
六
年

⑥
　
天
平
五
年

置
　
天
平
七
年

（
七
〇
二
）

（
七
二
二
）

（
七
三
三
）

（
七
三
五
）

一
二
月
。
戊
戌
（
六
日
）
、
星
、
昼
に
見
る
。

七
月
。
己
卯
（
十
日
）
・
・
太
白
昼
に
見
る
。

六
月
。
甲
辰
（
九
日
）
、
太
白
、
東
井
に
入
る
。

八
月
乙
酉
、
太
白
と
辰
星
と
相
犯
す
。

　
他
に
も
、
奈
良
時
代
だ
け
で
、
月
に
よ
る
金
星
食
が
二
例
、
金
星
素
見
の
記

事
が
七
例
（
一
例
は
、
松
浦
上
意
先
祖
次
第
井
本
縁
起
の
例
）
あ
り
、
惑
星
と

し
て
の
動
き
や
、
他
の
惑
星
や
星
宿
と
の
接
近
状
態
（
犯
、
合
、
同
舎
、
入
宿

な
ど
）
を
記
し
た
も
の
が
四
例
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
古
代
の
天
文
観
測
に
お
い

て
も
、
金
星
が
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
次
に
、
2
の
木
星
は
、
古
事
記
序
文
に
現
わ
れ
る
の
が
最
古
の
例
で
あ
る
。

③
神
亀
二
年

　
ふ
。

（
七
二
五
）
十
月
、
己
卯
、
昼
に
太
白
と
歳
星
と
芒
洋
相
合

　
②
と
③
は
、
歳
星
と
焚
惑
（
火
星
）
、
太
白
（
金
星
）
の
合
に
つ
い
て
述
べ

た
も
の
で
、
以
上
の
三
例
が
、
上
代
文
学
に
お
け
る
木
星
の
全
用
例
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
判
断
し
て
、
木
星
は
、
古
代
日
本
人
に
と
っ
て
、
そ
れ
ほ
ど

親
し
み
の
あ
る
存
在
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

　
つ
ぎ
に
3
の
水
星
で
あ
る
が
、
上
代
文
献
に
見
ら
れ
る
の
は
、
夕
日
本
紀
の

次
の
記
述
の
み
で
あ
る
。

①
天
平
七
年
（
七
三
五
）
八
月
乙
酉
（
二
日
掛
、
太
白
と
辰
星
と
干
犯
す
。

7

①
歳
（
ほ
し
）
大
梁
に
頼
り
、

　
こ
の
歳
と
は
、
歳
星
の
こ
と
で
、
木
星
の
中
国
名
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
早
く

か
ら
、
一
部
の
知
識
人
に
は
知
ら
れ
て
い
た
星
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
金
星
の
よ
う
に
上
代
か
ら
歌
に
詠
ま
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。

日
本
書
紀
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
辰
星
（
水
星
）
と
太
白
（
金
星
）
の
犯
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で

あ
る
。
日
光
に
隠
れ
が
ち
で
、
観
測
し
に
く
い
た
め
、
そ
の
後
の
観
測
記
録
に

も
水
星
の
現
わ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
そ
れ
故
、
日
本
人
に
と
っ
て
、
ほ
と
ん

ど
親
し
み
の
な
か
っ
た
星
と
言
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
次
は
、
4
の
火
星
で
あ
る
が
、
日
本
書
紀
の
記
述
が
最
も
古
い
。

①
天
武
天
皇
十
年
（
六
八
一
）
九
月
。
癸
戌
（
一
七
日
）
に
、
焚
惑
、

月

天
津
甕
星
の
解
釈
に
つ
い
て
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に
入
れ
り
。

　
こ
れ
は
、
月
に
よ
る
火
星
食
（
実
際
は
犯
）
の
例
で
あ
っ
て
、
他
に
も
、
神

亀
元
年
（
七
二
四
）
四
月
一
八
日
、
天
平
一
五
年
目
七
四
三
）
二
月
二
五
日

（
こ
れ
も
実
際
は
犯
）
と
、
金
星
食
の
記
事
が
あ
る
。

　
ま
た
、
惑
星
現
象
と
し
て
は
、
先
に
引
用
し
た
木
星
の
②
の
記
事
の
他
に
、

次
の
如
き
例
が
見
ら
れ
る
。

②
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
正
月
。
庚
午
、
焚
惑
逆
行
す
。

③
養
老
七
年
（
七
二
三
）
九
月
辛
未
、
一
睡
、
太
微
左
執
法
の
中
に
入
る
。

②
は
、
焚
惑
（
火
星
V
の
逆
行
現
象
、
③
は
、
火
星
が
お
と
め
座
の
一
部
に

入
っ
た
こ
と
を
示
す
記
述
で
、
他
に
も
同
様
な
記
事
が
四
例
あ
る
。
さ
ら
に
は
、

昼
間
、
火
星
が
見
え
た
と
す
る
記
事
も
あ
る
。

④
天
平
二
年
（
七
三
〇
）
三
月
。
庚
子
、
榮
惑
、
昼
に
見
る
。

　
但
し
、
こ
の
時
、
焚
惑
（
火
星
）
は
、
金
星
の
最
大
光
輝
（
マ
イ
ナ
ス
4
転

4
）
の
百
分
の
一
ぐ
ら
い
し
か
光
度
が
な
か
っ
た
と
さ
れ
、
神
田
茂
氏
『
日
本

天
文
史
料
』
や
、
斉
藤
国
治
氏
『
国
史
国
文
に
現
れ
る
星
の
記
録
の
検
証
』
で

は
、
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
、
火
星
は
、
星
の
記
録
と
し
て
は
、
多
い
方
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も

上
代
に
お
い
て
、
金
星
ほ
ど
、
日
本
人
の
注
目
を
集
め
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な

い
存
在
と
言
え
よ
う
。
夏
日
星
と
い
う
和
名
が
で
き
る
の
も
平
安
時
代
以
降
の

こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。

　
次
に
、
5
の
シ
リ
ウ
ス
は
、
少
な
く
と
も
上
代
文
献
に
お
い
て
、
確
か
な
例

は
、
一
例
も
み
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
現
代
方
言
に
は
、
青
星
、
大
星
、
風

星
な
ど
の
和
名
が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
が
何
時
か
ら
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ

在
す
る
も
の
か
は
、
全
く
わ
か
ら
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
シ
リ
ウ
ス
は
、
恒
星
と
し
て
は
、
最
も
明
る
い
星
に
は
違
い
な
い
が
、
こ
の

星
が
天
津
男
星
（
天
香
香
青
男
）
と
さ
れ
た
可
能
性
は
低
い
で
あ
ろ
う
。

　
最
後
に
6
の
カ
ノ
ー
プ
ス
で
あ
る
が
、
こ
の
星
は
、
老
人
星
、
南
極
老
人
星
、

南
極
寿
星
と
中
国
で
呼
ば
れ
、
こ
の
星
が
現
れ
る
と
、
天
下
が
泰
平
と
な
り
、

長
寿
を
授
か
る
と
い
う
め
で
た
い
星
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
カ
ノ
ー
プ
ス
は
、

赤
緯
5
2
・
4
度
ぐ
ら
い
な
の
で
、
北
緯
3
5
度
前
後
の
日
本
で
は
、
地
平
線

す
れ
す
れ
に
し
か
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
故
、
こ
の
星
を
見
る
こ
と
は
、

な
か
な
か
困
難
で
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
だ
け
有
り
難
さ
が
増
し
て
、
こ
の
星
が

見
え
る
と
、
瑞
祥
と
し
て
、
お
祝
い
を
し
た
。
平
安
時
代
に
老
人
星
祭
が
行
わ

れ
た
こ
と
が
、
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
昌
泰
四
年
七
月
一
五
日
に
延
喜
と
改
元

さ
れ
た
の
も
、
昌
泰
三
年
一
二
月
＝
日
に
老
人
星
が
見
え
、
か
つ
、
昌
泰
四

年
が
、
辛
酉
革
命
の
年
に
当
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
平
安
時
代
以
降
の
日
本
人
に
は
、
親
し
い
存
在
と
い
え
る
カ

ノ
ー
プ
ス
で
あ
る
が
、
上
代
文
献
に
は
、
こ
の
星
の
用
例
は
、
一
例
も
見
つ
か
っ

て
い
な
い
。
日
本
で
、
老
人
星
と
い
う
星
名
が
一
般
化
し
た
の
が
平
安
時
代
以

降
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
用
例
が
な
い
こ
と
と
、
星
の
見
え
に
く
さ
か
ら
判
断

し
、
こ
の
カ
ノ
ー
プ
ス
が
天
津
甕
星
（
天
香
香
背
男
）
で
あ
る
可
能
性
は
、
や

は
り
低
い
と
言
え
る
の
で
な
か
ろ
う
か
。

　
以
上
、
天
津
甕
星
（
天
香
香
背
男
）
の
候
補
者
と
言
え
る
一
か
ら
6
の
星
に

つ
い
て
、
そ
の
可
能
性
を
探
っ
て
来
た
。
そ
の
結
果
、
星
の
光
度
、
上
代
文
献

に
お
け
る
用
例
の
多
さ
、
古
代
日
本
人
の
生
活
と
の
関
係
深
さ
、
星
と
し
て
の



馴
染
み
の
度
合
い
、
等
の
様
々
な
観
点
か
ら
判
定
し
て
、
1
の
金
星
が
、
や
は

り
、
天
津
甕
星
（
天
香
香
背
男
）
と
し
て
、
一
番
相
応
し
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。
そ
こ
で
、
次
に
、
な
ぜ
天
津
甕
星
（
天
香
香
背
男
）
が
、
最
後
ま
で

服
従
し
な
い
悪
神
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
か
考
察
し
て
見
た
い
と
思
う
。

四
、
最
後
ま
で
服
従
し
な
い
悪
神
と
し
て
の
天
津
甕
星

拠
れ
ば
、
日
本
の
高
天
原
神
話
と
の
関
係
が
想
像
さ
れ
る
北
方
系
神
話
圏
に
属

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

す
る
イ
ェ
ニ
セ
イ
人
に
と
っ
て
、
金
星
は
次
の
よ
う
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　
金
星
は
最
も
年
長
の
星
で
、
累
々
を
危
険
か
ら
守
り
、
定
め
ら
れ
た
時

刻
よ
り
前
に
失
せ
な
い
よ
う
気
を
配
っ
て
い
る
と
語
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
金
星
は
、
天
に
「
最
初
に
現
れ
最
後
に
去
る
も
の
」
で
あ
る
。
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本
稿
の
冒
頭
に
示
し
た
よ
う
に
、
日
本
書
紀
神
代
下
第
九
段
本
文
並
び
に
一

書
第
二
に
描
か
れ
た
天
津
甕
星
（
天
香
香
背
男
）
は
、
他
の
す
べ
て
の
も
の
が

服
従
し
た
後
も
最
後
ま
で
”
服
は
ぬ
”
”
悪
し
き
神
”
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。

な
ぜ
天
津
甕
星
は
、
．
最
後
ま
で
服
従
し
な
い
悪
神
と
し
て
描
か
れ
る
の
か
。

　
こ
れ
は
、
第
三
節
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
天
津
局
量
が
金
星
と
比
定
さ
れ
た

こ
と
と
如
何
に
関
わ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
金
星
と
い
う
星
の
特
徴
を
改
め
て
検
討
し
て
み
る
必
要
が

あ
ろ
う
。
金
星
は
、
前
節
で
触
れ
た
通
り
、
全
て
の
星
の
中
で
最
も
光
度
が
強

い
。
そ
れ
故
、
斎
藤
国
治
氏
の
「
国
史
国
文
に
現
れ
る
星
の
記
録
の
検
証
』
に

拠
れ
ば
、
”
太
白
昼
見
（
金
星
が
昼
間
見
え
る
こ
と
）
”
の
記
事
は
、
上
代
だ
け

で
九
例
、
近
世
ま
で
の
全
用
例
を
含
め
る
と
五
十
八
例
も
見
ら
れ
る
。

　
こ
の
昼
間
で
も
見
え
る
こ
と
が
あ
る
程
、
金
星
と
い
う
星
の
光
度
が
強
い
と

い
う
こ
と
は
、
天
津
甕
星
が
最
後
ま
で
服
従
し
な
い
悪
神
で
あ
る
こ
と
と
深
い

関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
一
つ
に
は
、
全
て
の

星
の
中
で
最
も
光
度
が
強
い
と
い
う
こ
と
は
、
一
番
星
と
し
て
最
初
に
現
わ
れ

る
ば
か
り
で
な
く
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
夜
明
け
に
な
っ
て
も
、
一
番
最
後

ま
で
消
え
ず
に
残
っ
て
い
る
星
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ウ
ノ
．
ハ
ル
ヴ
ァ
の
『
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
　
ア
ル
タ
イ
面
白
民
族
の
世
界
像
』
に

　
こ
の
「
最
後
に
去
る
も
の
」
と
イ
ェ
工
具
イ
人
に
認
識
さ
れ
た
金
星
が
、
最

後
ま
で
”
服
は
ぬ
”
星
と
し
て
日
本
人
に
認
識
さ
れ
た
天
津
甕
星
と
関
連
を
持

つ
だ
ろ
う
こ
と
は
十
分
予
想
さ
れ
よ
う
。
星
の
光
の
強
さ
、
色
、
動
き
、
数
な

ど
に
関
す
る
諸
民
族
の
認
識
は
、
金
星
以
外
の
他
の
叢
々
に
つ
い
て
比
べ
て
見

て
も
、
極
め
て
類
似
性
が
高
い
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
人
間
の
物
の
見
方
に
対

す
る
共
通
性
、
普
遍
性
と
い
う
も
の
が
伺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
し
て
、
上
述

し
た
よ
う
に
、
イ
ェ
ニ
セ
イ
人
は
シ
ベ
リ
ア
の
諸
民
族
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の

北
方
民
族
の
世
界
観
は
、
日
本
神
話
の
世
界
観
と
少
な
か
ら
ぬ
関
連
性
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
結
局
、
最
後
ま
で
”
服
は
ぬ
”
天
津
首
星
と
は
、
明
け
の
明
星
と
し
て
、
他

の
星
々
が
消
え
た
後
も
燦
然
と
し
た
光
を
放
っ
て
、
独
り
暁
天
に
残
る
金
星
の

姿
を
神
格
化
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
「
倭
文
神
号
百
々
命
を
遣
わ
せ

ば
服
ひ
ぬ
。
」
と
あ
る
の
は
、
日
の
出
が
近
く
な
っ
て
、
段
々
と
あ
た
り
が
明

る
く
な
っ
て
来
る
と
、
さ
す
が
の
金
星
も
、
そ
の
輝
き
を
失
っ
て
、
や
が
て
姿

が
見
え
な
く
な
る
こ
と
を
神
話
化
し
た
も
の
と
、
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ

　
（
過
。

　
　
　
「
倭
文
神
建
葉
藩
命
」
と
は
、
分
か
り
に
く
い
神
名
で
あ
る
が
、
日
本

・
つ
力

古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
記
』
の
説
の
如
く
、
織
物
や
着
物
の
神
と
す
れ
ば
、

夜
の
暗
闇
を
夜
明
け
色
の
織
物
で
覆
っ
て
し
ま
い
朝
を
も
た
ら
す
と
い
っ
た
職

天
津
甕
星
の
解
釈
に
つ
い
て
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能
を
持
っ
た
神
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
、
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の

「
倭
文
神
建
葉
槌
命
」
が
、
暗
闇
を
織
物
で
覆
っ
て
、
明
け
の
明
星
た
る
天
津

三
星
の
光
輝
を
奪
っ
て
服
従
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
神
話
が
よ
く
理
解

出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
、
当
該
の
天
津
甕
星
（
天
香
香
背
革
）
が
、
”
悪
し
き
神
”
と
さ

れ
て
い
る
の
は
、
何
故
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
も
、
天
津
甕
星
が
金
星
、
そ
れ
も
明

け
の
明
星
で
あ
る
こ
と
と
深
く
関
わ
る
で
あ
ろ
う
。

　
上
述
し
た
よ
う
に
、
金
星
は
す
べ
て
の
星
の
中
で
最
も
高
度
が
強
い
た
め
に

”
太
白
昼
見
”
つ
ま
り
昼
で
も
見
え
る
こ
と
が
あ
り
、
実
際
に
多
数
の
記
録
を

残
し
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
”
太
白
昼
見
”
は
、
中
国
の
陰
陽
五
行
説
で
は
、

兵
革
の
兆
し
と
さ
れ
、
臣
が
君
を
損
な
う
凶
兆
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
漢
書
天
文
志
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

太
白
天
を
経
れ
ば
、
天
下
革
ま
り
、
民
、
王
を
更
ふ
。

　
「
太
白
が
天
を
経
」
る
と
い
う
の
は
、
”
太
白
昼
見
存
と
同
義
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
太
白
が
金
の
精
で
、
白
帝
の
子
で
あ
り
、
大
将
の
気
が
あ
る
と
さ
れ
た

の
で
、
そ
の
太
白
が
昼
間
見
え
る
こ
と
は
、
太
陽
（
君
主
）
の
他
に
も
、
太
陽

（
君
主
）
に
匹
敵
す
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
太
白
が
、
太
陽
の

地
位
を
脅
か
す
の
で
、
凶
兆
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
中
国
の
金
星
観
が
日
本
で
も
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
続
日
本
紀
の
次
の
記

事
に
拠
っ
て
も
伺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
大
宝
二
年
（
七
〇
二
）
一
二
月
戊
戌
（
六
日
）
星
、
昼
に
見
る
。
…

乙
巳
（
十
三
日
）
、
太
上
天
皇
、
不
豫
し
た
ま
ふ
。
・
・
甲
寅
（
二
十
二
日
）
、

太
上
天
皇
埋
り
ま
し
ぬ
。

　
こ
こ
で
は
、
太
白
星
（
金
星
）
が
昼
間
見
え
た
こ
と
が
、
太
上
天
皇
（
持
統

太
上
天
皇
）
の
崩
御
の
兆
し
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
日
本

に
お
い
て
、
天
皇
は
、
太
陽
神
天
照
大
御
神
の
子
孫
と
し
て
、
日
の
御
子
と
し

て
の
性
格
を
受
け
継
い
で
い
る
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ

は
、
た
と
え
太
上
天
皇
と
な
っ
て
か
ら
で
も
同
様
で
あ
っ
て
、
常
に
太
陽
と
し

て
の
性
格
を
負
っ
て
い
る
と
見
為
し
て
間
違
い
な
い
。
そ
れ
故
、
金
星
は
、
日

本
に
お
い
て
も
、
太
陽
に
象
徴
さ
れ
る
天
子
（
天
皇
）
の
存
在
を
脅
か
す
星
と

し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
訳
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
　
”
悪
し
き
神
”

と
さ
れ
る
十
分
な
理
由
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
ま
た
、
本
稿
の
冒
頭
に
引
用
し
た
日
本
書
紀
の
記
述
は
、
天
孫
降
臨
の
記
事

で
あ
り
、
天
孫
降
臨
が
慈
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
武
甕
槌
神
と
経
津
主
神
が
、

葦
原
中
国
を
平
定
し
た
際
に
、
最
後
ま
で
服
従
し
な
い
神
と
し
て
、
当
該
の
天

津
甕
星
（
天
香
香
背
男
）
が
登
場
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
天
孫
降
臨
と
は
、

太
陽
神
天
照
大
御
神
の
孫
に
当
る
火
玉
一
算
尊
が
、
日
向
の
襲
の
高
千
周
半
に

天
降
る
こ
と
を
指
す
の
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
が
、
神
話
的
解
釈

と
し
て
は
、
冬
至
に
お
け
る
太
陽
の
復
活
を
象
徴
的
に
表
わ
し
て
い
る
と
す
る

説
が
有
力
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
大
嘗
祭
に
お
け
る
天
皇
の
即
位
儀
礼
と

も
深
く
結
び
付
い
て
い
る
の
は
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
が
、
西

郷
信
綱
氏
に
拠
れ
ば
、
冬
至
に
お
け
る
太
陽
の
復
活
は
、
具
体
的
に
は
、
冬
至

の
朝
に
東
の
地
平
線
か
ら
太
陽
が
出
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
と
い

宛
。
つ
ま
り
、
火
環
環
杵
尊
は
、
太
陽
神
天
照
大
御
神
の
孫
と
し
て
、
尊
自
身

が
太
陽
神
の
性
格
を
帯
び
て
い
る
の
で
、
火
曜
環
二
尊
の
天
孫
降
臨
は
、
冬
至

に
お
け
る
太
陽
の
地
平
線
上
へ
の
出
現
に
他
な
ら
な
い
と
言
え
よ
う
。
火
慶
環
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杵
尊
が
太
陽
と
し
て
出
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
時
に
、
も
し
金
星
が
、
い
つ
ま

で
も
光
輝
を
放
っ
て
い
た
と
し
た
ら
、
太
陽
（
火
蕩
揺
杵
尊
）
は
、
い
つ
ま
で

た
っ
て
も
出
現
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
金
星
た

る
天
津
甕
星
（
天
香
香
背
男
）
は
、
そ
の
光
輝
に
よ
っ
て
太
陽
（
火
環
環
杵
尊
）

の
出
現
を
邪
魔
し
て
い
る
訳
で
あ
る
か
ら
、
”
悪
し
き
神
”
と
さ
れ
て
然
る
べ

き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
天
津
寒
星
（
天
香
香
寺
男
）
が
、
天
孫
降
臨
神
話
に
お
い
て
、
最
後

ま
で
”
服
は
ぬ
”
”
悪
し
き
神
”
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
天
津
甕
星
（
天
香
香

背
男
）
を
金
星
（
明
け
の
明
星
）
の
神
格
化
と
考
え
る
こ
と
で
、
合
理
的
に
説

明
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
。

注（
1
）
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
三
等
に
拠
る
。

（
2
）
拙
稿
、
　
「
『
竹
取
物
語
』
の
「
蓬
莱
の
玉
の
枝
」
と
タ
ヂ
マ
モ
リ
伝
承
の
ト
キ

　
ジ
ク
ノ
カ
ク
ノ
コ
ノ
ミ
」
　
（
『
静
大
国
文
』
第
三
一
号
、
静
岡
大
学
人
文
学
部
国

　
文
談
話
会
）
昭
和
六
一
年
四
月

（
3
）
斉
藤
国
治
氏
『
国
史
国
文
に
現
れ
る
星
の
記
録
の
検
証
』
　
（
雄
山
閣
、
昭
和
六

　
一
年
一
一
月
）
に
拠
る
。

（
4
）
野
尻
抱
影
氏
『
月
本
星
名
辞
典
』
　
（
東
京
堂
出
版
、
昭
和
四
八
年
一
一
月
）
に

　
拠
る
。

（
5
）
田
中
克
彦
面
面
、
三
省
堂
、
昭
和
五
五
年
一
二
月
、
第
二
刷
に
拠
る
。

（
6
）
野
尻
抱
影
氏
も
、
　
『
星
の
神
話
・
伝
説
集
成
』
　
（
恒
星
社
、
昭
和
三
〇
年
一
月
）

　
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
。
「
私
は
曾
て
宵
ノ
明
星
と
な
っ
た
金
星
が
、

　
最
大
離
隔
の
後
、
白
昼
の
空
に
も
見
え
て
日
輪
を
お
び
や
か
し
、
そ
れ
が
一
度
は

　
衰
え
る
が
、
暁
ノ
明
星
と
な
っ
て
か
ら
再
び
日
輪
に
迫
っ
て
、
や
が
て
消
え
て
し

　
ま
う
の
を
天
津
重
星
退
治
と
考
え
て
み
た
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
天
文
に
こ
だ
わ

　
ら
ず
と
も
、
暁
ノ
明
星
が
日
光
に
捉
え
ら
れ
て
消
え
て
い
く
こ
と
だ
け
で
も
十
分

　
だ
ろ
う
。
」
本
稿
は
氏
の
考
え
と
基
本
的
に
は
同
じ
で
あ
る
。

（
7
）
　
『
古
事
記
の
世
界
』
　
（
岩
波
書
店
、
昭
和
四
二
年
九
月
）

（
補
説
）
　
な
お
、
補
説
と
し
て
、
次
の
点
を
加
え
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
日
本
書

　
　
等
差
第
九
神
功
皇
后
摂
政
輪
台
に
見
ら
れ
る
左
記
の
一
文
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
　
　
「
東
に
い
つ
る
日
の
、
更
に
西
に
出
つ
る
に
非
ず
は
、
且
阿
利
那
星
河
の
返
り

　
　
て
逆
に
流
れ
、
河
の
石
の
昇
り
て
星
辰
と
為
る
に
及
る
を
除
き
て
、
殊
に
春
秋
の

　
　
朝
を
間
き
、
怠
り
て
杭
と
鞭
と
の
貢
を
廃
め
ば
、
天
神
地
祇
、
共
に
討
へ
た
ま

　
　
へ
。
」

　
こ
れ
は
、
新
羅
の
王
が
、
神
功
皇
后
に
対
し
て
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
忠
誠
を

誓
う
と
言
っ
た
旨
を
述
べ
た
も
の
で
、
現
実
に
は
起
こ
り
得
な
い
こ
と
が
羅
列
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
河
の
石
が
、
天
に
昇
っ
て
天
の
河
の
星
と
な
る
と
い
う
一

節
が
あ
り
、
そ
の
句
の
中
の
「
星
辰
」
の
企
み
と
し
て
、
北
野
神
社
蔵
本
（
南
北
朝
時

代
）
等
に
「
あ
ま
つ
み
か
ぼ
し
」
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
を
基
に
、
星
一
般
の
こ
と
も

「
あ
ま
つ
み
か
ぼ
し
」
と
言
っ
た
の
だ
と
い
う
説
が
あ
る
。
し
か
し
、
「
星
辰
」
を
「
あ

ま
つ
み
か
ぼ
し
」
と
訓
ん
で
い
る
の
は
誤
り
か
も
知
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
日
本
紀

私
記
で
は
、
「
星
辰
」
を
「
安
座
豆
加
波
保
之
（
あ
ま
つ
か
は
ほ
し
）
即
ち
、
天
の
河

の
星
の
意
。
」
と
し
て
お
り
、
こ
の
方
が
、
右
記
の
記
事
の
解
釈
と
し
て
意
が
良
く
通

る
か
ら
で
あ
る
。
北
野
神
社
蔵
本
等
の
書
写
者
が
、
「
あ
ま
つ
か
は
ほ
し
」
と
「
あ
ま

つ
み
か
ほ
し
」
が
類
似
し
て
い
る
為
に
両
者
を
混
同
し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
さ
ら
に
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
三
年
十
月
三
十
一
日
受
理
）

天
津
甕
星
の
解
釈
に
つ
い
て


